
本研究の目的は、店舗の生産性に関わるオペレーションの中で、陳列SKU商品数に着目し、陳列SKU

数を削減することが、買物客の品揃え評価に与える影響を生理指標を用いて明らかにすることである。
千葉大学人間生活工学研究室にて実験室実験を行った。実験対象者は週1回以上食品スーパーを利用し

ている一般女性14名（平均身長162.5cm±5.3cm、平均年齢36.5歳±6.1歳）で、事前に十分な説明を行い
書面で協力への同意を得た。なお、本実験は千葉大学大学院工学研究院生命倫理審査委員会（承認番号：
30-15）の承認を受けて実施した。

実験に用いた視覚刺激は、あらかじめ小売業の売場で撮影した360度静止画でヘッドマウントディスプ
レイに投影した。提示したカテゴリーは一般的な食品スーパーにおけるドレッシング売場と衣料用洗剤売
場の定番売場で、SKU数の水準として通常、中程度削減（通常より25%削減）、大幅削減（通常より50%程
度削減）の3水準で操作した。これらの売場画像について、実験対象者の視線、生理指標、主観評価の3種
類を測定した。視線の計測は視線計測機能付ヘッドマウントディスプレイ（トビー・テクノロジー社）を
用いた。生理指標は、脳波と脳血流の2種類である。脳波はサンプリング周波数1000Hz、増幅度2000倍で
Fz、Cz、Ozの3部位を単極導出法で計測した。解析時にはバンドパスフィルタを8～13Hzに設定し、α波帯
域実効値を分析した。脳血流はNIRS（Near-infrared spectroscopy）（NeU社）を用いて、実験対象者の
額より左右の脳活動を計測した。主観評価については、品揃え評価に関する質問を7段階の尺度で評価を
得た。

分析の結果、主観評価については品揃えSKU数を大幅に削減した時に品揃え評価が低いことを確認し
た。一方で、脳波の分析では、探索段階と決定段階で特徴が見られた。売場の探索段階では、SKU数が少
ないと前頭葉や運動連合野における負荷を軽くすることが確認でき、決定段階では中程度削減した時に前
頭葉部分の負担が軽くなることが確認できた。各水準でCzとOzには違いが見られなかったことから頭頂
部が関与していると考えられる運動や感覚、後頭葉の視覚野付近では品揃えSKU数の影響はないと考え
られる。脳血流からもSKU数が多いパターンで認知的負荷が高い傾向を確認した。

本研究では、新たに生理指標を用いて、買物客の無意識的な側面から品揃えSKU数による売場評価へ
の影響を検討した。無意識的な側面からもSKU数を削減することのメリットをいくつか確認できた。ま
た生理指標を用いることで、時系列で評価できるようになり、今後購買プロセスごとに評価を行うことが
可能であることが示唆された。
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